
実施主体 人間文化学科 社会福祉コース
実施内容 平成25年11月6日の中野区主催の啓発活動への参加

平成25年11月15.16日の大学祭にて啓発活動の実施

①事前に取り組んだ内容
◎1年、2年生は児童福祉に関わる講義内で児童虐待やオレンジリボン運動について学び、啓
発活動に配布したオレンジリボン、ミサンガの作成に取り組んだ。
◎3年生は児童・地域分野で実習した学生を中心に、グループワークで「虐待原因について」「家
庭支援」「虐待防止への取り組み」などを研究し、結果を発表し考察を深め、ポスターを作製した。

②実施期間に取り組んだ具体的内容
◎１１月６日（水）、中野区長・教育長・杉並児童相談所職員等とともに、児童虐待防止普及啓発
のための「オレンジリボンキャンペーン」に、学生が参加しました。
◎11月15日（土）16日（日）の四季祭（中野キャンパス学園祭）にて啓発活動
◎上記の啓発運動で配布した。

③「オレンジリボン運動」を終えての
感想等

◎夏に児童養護施設や社会福祉協
議会で実習を行ってきた3年生が中
心になり「オレンジリボン運動」に取
組んだ。当初は、教員からの働きか
けからスタートしたが、虐待について
のアンケートの実施やリボンだけで
はなく、ミサンガを作成して、若者に
も身につけてもらえるのではないと、
学生の考案で、１．２．３年の全生徒
でミサンガ500本を製作し、リーフレッ
トと一緒に学園祭時に配布した。

◎今回の運動への参加から、学生
自身が調べて、考えていく中で、児
童虐待の加害者は実母の割合が高
いが、家庭内での「父親の育児参
加」、「疾病やストレスが虐待の要因
となる場合」など、机上で教員が教え
るだけでは、通り過ぎてしまいがちな
大切なことを学んでくれていた。

◎単年で終わらせずに、継続的に活
動していくことも重要だと実感してい
る。
（社会福祉コース：齋藤知子）

写真がある場合は1～2枚をこの部分に貼
り付けて下さい。
※報道発表されますので、個人情報にご配慮
いただきますようお願いいたします。

※写真がない場合は、この欄を削除して、③
「オレンジリボン運動を終えての感想等」を横
に拡げて使用して下さい。
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上段：学園祭オレンジリボンコーナー 下段：中野駅配布


